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性評価委員，心房細動に対する Apixaban の後期第 2 相試験の独立データモニタリング委員，歯周病に対する Growth factor 
enhanced matrix (GEM21S)第 3 相臨床試験の生物統計家，新型インフルエンザワクチン一般臨床試験の生物統計家，虚血
性脳卒中患者コホート研究（EVEREST）の生物統計家，ACS 患者コホート研究（PACIFIC）の生物統計家，PCI 予定の
狭心症/MI 及び PAD に対する抗血小板薬の比較臨床試験の独立データモニタリング委員などを新たに開始した． 
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